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アーカイブズ

　1872 年（明治５）、明治政府は琉球国王尚泰を藩王として琉球藩を設置しました。その翌年（明治 6）に刊行された
『琉球新誌』の付録地図です。右下には那覇港図が挿入されています。著者の大槻文彦（1847－1928）は、国語辞典『言
海』を編纂した文学博士で、『北海道風土記』『小笠原島新誌』なども著しました。

「銅刻　琉球諸島全図」　【T00021602B】　39cm × 47cm



　

沖
縄
県
知
事
部
は
、
本
庁
で
は
十
の
部
局

計
七
十
五
の
課
に
わ
か
れ
て
（
平
成
二
十
七

年
六
月
現
在
）
多
様
な
行
政
活
動
を
行
う
な

か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
を
作
成
・
収
受
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
文
書
完
結
年
度
の
翌

年
度
ま
で
、
執
務
室
内
で
保
管
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
は
そ
の
文
書
の
利
用
頻
度
が
最
も

高
い
期
間
で
す
。

　

そ
の
後
は
知
事
部
の
文
書
事
務
を
総
括
す

　

文
書
の
保
存
期
間
が
満
了

す
る
と
、
総
務
私
学
課
長
は

所
管
課
長
と
廃
棄
の
協
議
を

行
い
、
廃
棄
決
定
し
た
文
書

を
当
館
へ
引
渡
し
ま
す
。

　

こ
の
時
点
で
第
一
次
選
別

を
実
施
し
、
当
館
へ
送
る
文

書
と
、
裁
断
・
溶
解
な
ど
し

て
処
分
す
る
文
書
を
仕
分
け

ま
す
。

文
書
の
作
成
・
収
受

保
存
期
間
の
満
了

廃
棄
の
協
議

第
一
次
選
別

裁
断
・
溶
解
・
抹
消

公
文
書
館
へ

文
書
の
完
結

文
書
保
存
管
理
室
で
保
存

引渡
引継

各所管課総務私学課

沖縄県の
公文書管理

　

沖
縄
県
は
各
種
の
規
程

を
定
め
て
、文
書
の
作
成
、

収
受
か
ら
廃
棄
、
当
館
で

保
存
す
る
ま
で
の
一
連
の

文
書
管
理
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

日
々
作
成
さ
れ
る
文
書

は
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を

経
て
、
沖
縄
県
公
文
書
館

で
利
用
に
供
さ
れ
る
歴
史

資
料
と
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
知
事
部
の
例
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

1 沖縄県知事部の例

る
総
務
私
学
課
に
引
継
ぎ
、
文
書
分
類
表

に
定
め
る
保
存
期
間
（
最
長
二
〇
年
）
が

満
了
す
る
ま
で
、
文
書
保
存
管
理
室
で
保

存
し
ま
す
。
県
職
員
は
、
必
要
に
応
じ
て

文
書
を
閲
覧
・
借
覧
し
ま
す
。

　

各
部
に
は
そ
の
部
の
文
書
事
務
を
主
管

す
る
文
書
主
管
課
長
が
お
り
、
そ
の
部
の

総
務
部
門
の
課
長
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
各
課
お
よ
び
出
先
機
関
に
置
か
れ
る

文
書
取
扱
主
任
と
と
も
に
文
書
事
務
の
改

善
に
努
め
ま
す
。

部 課
■総務部 総務私学課長

■各部の文書主管課長
文書管理主任

■各課および出先機関の　　

文書管理規程（昭和 49 年訓令第 37 号）第 2 章より

▶文書主管課長会議
▶文書管理主任会議
　  総務私学課長が招集

知
事
副
知
事

秘書課

企画調整課

環境政策課

福祉政策課

産業政策課

観光政策課

土木総務課

文書保存管理主任

知事部全体の文書事務を総括
する。

（文書担当の班長を充てる。）

その部全体の文書事務の適正
な運営及び保管に努める。

▶文書取扱主任会議

知事公室

企画部

環境部

子ども
生活福祉部

保健医療部

農林水産部

商工労働部

文化観光
スポーツ部

土木建築部

保健医療政策課

農林水産総務課

総務部

＊各種行政委員会も知事部に準じた文書規程になっています。

県庁地下にある文書保存管理室

文書取扱主任
各課の文書事務の改善に努める。

2 県庁から公文書館へ
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県
庁
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
文
書
は
、「
沖
縄
県
文
書
」
と
し

て
当
館
の
中
間
書
庫
に
収
め
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
１
は
、
開
館
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
沖
縄

県
文
書
受
入
れ
箱
数
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。
平
均
し
て

年
に
約
三
八
〇
〇
箱
を
受
入
れ
て
い
ま
す
。

　

受
入
れ
た
沖
縄
県
文
書
は
、
保
存
箱

単
位
で「
引
渡
文
書
目
録
」デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
そ
の
情
報
を
登
載
し
ま
す
。
こ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
お
り
、
県
か
ら
当
館
へ
送
ら

れ
た
文
書
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

当
館
は
受
入
れ
た
文
書
す
べ
て
を
保

存
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
評
価
選

別
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
保
存
す
る
文

書
と
廃
棄
す
る
文
書
を
決
定
し
て
い
ま

す
。
沖
縄
県
公
文
書
館
公
文

書
等
管
理
規
程
別
表
第
二
に

沖
縄
県
文
書
の
選
別
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
指

定
管
理
者
は
そ
れ
を
補
足
す

る
詳
細
な
基
準
と
し
て
「
評

価
選
別
シ
ー
ト
」
を
作
成
し

て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

グラフ 2　沖縄県文書評価選別実績（平成 26 年度末現在）
平成 26 年度末までに 76,515 箱の県文書を受入れ、そ
のうちの 4 分の 1 にあたる 18,368 箱を「保存」・「一部
保存」と選別し、約 4 割の 29,090 箱を廃棄しました。

グラフ 1　沖縄県文書の受入れ箱数の推移

1 号書庫（中間書庫）　　
評価選別されるまでの間、沖縄県文書は中間書庫で管理します。
｢保存｣ と評価された文書は、6 号書庫に保管場所を移します。

（箱）
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廃棄文書
約38%

約 38% 約 24%

保存・一部
保存文書未選別文書

(29,057箱)

(29,090 箱 )

(18,368 箱 )

　
「
保
存
」
と
決
定
し
た
文
書
は
、
出
処
分
類
し
、

資
料
タ
イ
ト
ル
や
作
成
年
月
日
、
資
料
解
説
な

ど
の
目
録
情
報
を
記
述
し
、
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
公
開
し
ま
す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
そ

の
他
の
理
由
に
よ
り
利
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
、
こ
の
利
用
制
限
の
情
報
も
目
録
に
記

述
し
ま
す
。
利
用
制
限
は
、
三
〇
年
、
五
〇
年
、

八
〇
年
、
八
〇
年
以
上
と
い
う
区
分
で
設
定
さ

れ
、
時
の
経
過
に
よ
り
も
は
や
権
利
利
益
を
害

し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
解
除
と
な
り
ま

す
（
沖
縄
県
公
文
書
館
管
理
規
則
別
表
参
照
）。

　

必
要
に
応
じ
て
文
書
の
補
修
や
代
替
化
（
マ

イ
ク
ロ
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
）
を
行
い
、
文
書
情

報
を
永
く
将
来
に
残
す
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
県
の
文
書
は
、
県

の
施
策
を
検
証
し
今
後
の
政
策
立
案
の
参
考
資

料
と
し
て
、
あ
る
い
は
学
術

文
化
研
究
に
用
い
る
資
料
と

し
て
、
住
民
共
有
の
知
的
資

源
と
な
っ
て
長
く
広
く
活
用

さ
れ
ま
す
。

5 整理～公開まで

4 受入れ文書の「評価選別」

3 公文書館での受入れ
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■
県
土
木
部
課
文
書

那覇市波之上へのアクアポリス移設計画図
【0000123918】

「交通方法変更日の閣議決定に至るまでの経過概要」【0000121594】

新
規
公
開
の
沖
縄
県
文
書

平
成
二
十
七
年
七
月
～
平
成
二
十
八
年
二
月
公
開
分

（
四
九
六
冊
）

（
四
三
三
冊
）

（
九
十
一
冊
）

　

米
国
統
治
下
の
沖
縄
で
は
、
米
国
と
同

じ
く
車
両
は
右
側
通
行
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
復
帰
に
と
も
な
い
、「
一
国
一
方
式
」

の
国
際
条
約
を
遵
守
す
べ
く
、
日
本
本
土

の
交
通
方
法
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
実
施
日
が 

一
九
七
八
年
（
昭
和 

五
十
三
）
七
月
三
〇
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら

「
ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
で
は
、
道
路
施
設
の
変
更
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
車
両
の
切
替
え
な
ど
大

規
模
な
施
設
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
県
が
交
通
方
法
変
更

の
た
め
実
施
し
た
道
路
施
設
整
備
の
た
め

の
事
前
調
査
及
び
工
事
施
工
に
係
る
文
書

で
す
。
沖
縄
県
道
路
施
設
変
更
調
査
委
員

会
及
び
幹
事
会
に
関
す
る
文
書
、
実
施
工

事
設
計
に
関
す
る
文
書
、
実
施
・
執
行
状

況
に
関
す
る
文
書
、
交
通
方
法
変
更
前
後

に
お
け
る
調
査
報
告
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
県
教
育
委
員
会
文
書

▼
「
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
会
議
に
関
す
る

文
書 

」
等

■
県
企
画
部
統
計
課
文
書

▼
「
統
計
調
査
に
関
す
る
文
書
」
お
よ
び

刊
行
物

■
県
総
務
部
知
事
公
室
普
天
間
飛
行
場
・

那
覇
港
湾
施
設
返
還
問
題
対
策
室
文
書

▼
「
県
政
に
対
す
る
請
願
及
び
陳
情
等
の
処

理
に
関
す
る
文
書
」

■
県
人
事
委
員
会
文
書

▼
「
琉
球
政
府
人
事
委
員
会
公
印
」

　

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

政
府
が
出
展
し
た
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
は
、
会
期
終

了
後
、
県
に
有
償
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
県
、
那

覇
市
、
県
内
主
要
企
業
が
出
資
し
て
移
設
・
再

利
用
事
業
が
行
わ
れ
、
雇
用
確
保
や
観
光
産
業

の
活
性
化
に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
県
出

資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
初
の
経
営
破
た
ん

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
団
体
・
企
業
等
に
よ

り
管
理
・
運
営
及
び
再
利
用
計
画
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
が
、二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
）
十
月
、

米
国
企
業
に
売
却
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
シ
リ
ー

ズ
は
、
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
の
建
設
、
移
設
、
再
利

用
計
画
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
文
書
で

す
。

■
県
商
工
労
働
部
観
光
振
興
課

▼
「
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
財
団
関
係
資
料
」

▼
「
沖
縄
県
交
通
方
法
変
更
（
通
称

７
３
０
ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
）
の
対
策
に
関

す
る
文
書
」

（
十
七
点
）

（
五
十
九
冊
）

（
六
十
四
冊
）

（
六
十
五
冊
）

　

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
沖
縄
県
交
通
方
法

変
更
対
策
本
部
、
同
対
策
連
絡
会
議
、

同
対
策
室
、
警
察
本
部
な
ど
の
関
係
機

関
が
県
に
よ
る
交
通
方
法
変
更
事
業
の

実
施
に
際
し
て
作
成
し
た
文
書
で
す
。

▼
「
沖
縄
県
交
通
方
法
変
更
（
通
称

７
３
０
ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
）
に
伴
う
道
路
施

設
の
事
前
調
査
に
関
す
る
文
書
」



　平成 27 年 8 月 1 日（土）、沖縄県公文書館の開館 20 周年を記
念して、公文書館設立に尽力なさった元沖縄県知事の大田昌秀氏

（特定非営利活動法人沖縄国際平和研究所理事長）を講師にお招き
し、公文書講演会「私とアーカイブズ」を開催しました。
　県知事時代の知見をもとに、歴史資料を保存し継承していくこ
との重要性や公文書館設立の経緯などについてご講話いただきま
した。会場には 106 名の方がお越しくださり、講演後には「知の
宝庫としての公文書館の意義がよくわかりました」という感想が
寄せられました。

　平成 27 年 9 月 19 日（土）、所蔵資料展「戦後と援護」の関連企画として、
アーカイブ・トーク「援護法と靖国神社合祀」を開催しました。
　講師の石原昌家氏（沖縄国際大学名誉教授）が、「戦傷病者戦没者遺族等
援護法」が成立するまでの背景や、一般住民が戦闘参加者として靖国神社に
祀られる過程などについて、様々な資料をもとに解説されました。
　会場には 91 名の方がお越しくださり、講演後はたくさんの質問が寄せら
れました。

　平成 27 年 10 月 30 日（金）、講師に阿久津智広氏（独立行政法人国立公文書
館 業務課修復係長）をお迎えして、県内の資料保存機関等職員 27 名を対象に「資
料保存講習会 環境管理からリーフキャスティングまで」を開催しました。
　資料保存の基本的な考え方や、国立公文書館で実施している保存修復措置の具
体例についてご講話いただいた後に、資料のクリーニングや破損資料の繕い等の
実習を行いました。また、リーフキャスティングマシンの操作方法も解説して下
さいました。

　平成 27 年 11 月 21 日（土）、公文書活用講座「USCAR と沖縄のテレ
ビメディア―1970 年前後」を開催しました。講師に名嘉山リサ氏（国
立沖縄工業高等専門学校准教授）、コメンテーターに新里勝彦氏（元琉
球放送報道部カメラマン）をお招きし、会場には 108 名の方がお越しく
ださいました。
　はじめに、講師が USCAR の広報宣伝活動やメディア政策について解
説し、米国国立公文書館で入手した番組用ナレーション原稿や録音等新資料発掘の経緯を紹介しました。コメン
テーターの新里氏からは、番組制作の背景や、今回上映した映像の編集作業についてお話がありました。次に、
USCAR が制作した住民向けのテレビ番組映像にナレーションをのせて上映しました。上映後は、番組の感想や
当時のテレビメディア事情について意見交換を行いました。

公文書講演会

■アーカイブ・トーク

資料保存講習会

▶公文書活用講座

主 催 行 事 へ の ご 参 加 あ り が と う ご ざ い ま し た

5
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6

　沖縄本島北部本部半島の北東部に位置する古宇利島。
2005 年（平成 17）2 月に古宇利大橋が完成し、沖縄本島と
陸路で自由に行き来できるようになりました。当館が所蔵す
る古宇利島関係資料をご紹介します。

　1955 年（昭和 30）比嘉秀平行政主席の視察時に撮影された桟橋の様子。

「岩礁破砕等許可関係　平成 09 年度 [2-3/3]」　1997 年　沖縄県文書　【0000103796】

「給水基本計画　古宇利島」　1967 年　
琉球水道公社文書　【U99001009B】

シマめぐり沖縄
第 4回 古宇利島

6

　

一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
十
月
か
ら
翌

年
三
月
ま
で
、
今
帰
仁
村
の
古
宇
利
島
と

名
護
市
の
屋
我
地
島
を
結
ぶ
古
宇
利
大
橋

橋
梁
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
仮
桟
橋

設
置
の
た
め
の
岩
礁
破
砕
等
工
事
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

漁
業
権
の
設
定
さ
れ
て
い
る
海
域
に
お

い
て
、
岩
礁
を
破
砕
し
、
土
砂
や
岩
石
を

採
取
す
る
に
は
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

申
請
者
は
許
可
申
請
書
に
漁
業
権
を
有
す

る
者
の
同
意
書
を
添
え
て
、
県
に
申
請
し

ま
す
。

　

下
の
資
料
は
、
古
宇
利

島
周
辺
海
域
の
岩
礁
破
砕

等
許
可
関
係
資
料
に
含
ま

れ
て
い
る
全
体
計
画
平
面

図
の
一
部
で
す
。
赤
色
で

示
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
、

漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い

る
海
域
の
岩
礁
等
の
消
滅

範
囲
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

箇
所
は
漁
業
権
適
用
除
外

の
消
滅
範
囲
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
簿
冊
に
は
、
許
可

申
請
書
や
市
町
村
長
の
同

意
書
の
ほ
か
、
申
請
者
と

羽
地
・
今
帰
仁
漁
業
共
同

組
合
の
間
で
締
結
さ
れ
た

漁
場
汚
染
防
止
協
定
書
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

右
の
資
料
は
、
一
九
六
七
年
（
昭
和

四
十
二
）
四
月
に
、
琉
球
水
道
公
社
の
企
画

予
算
課
が
作
成
し
た
古
宇
利
島
に
お
け
る
給

水
基
本
計
画
で
す
。
当
時
古
宇
利
島
で
は
給

水
施
設
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
は
生

活
用
水
を
天
水
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。

　

資
料
に
は
、「
a.
島
で
利
用
で
き
る
水
源

の
場
合
」（
地
下
水
）
と
「
b.
今
帰
仁
村
渡

喜
仁
か
ら
の
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
す

る
場
合
」
の
二
つ
の
給
水
計
画
案
が
示
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
の
資
金
計
画

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
下
水

は
塩
分
を
含
ん
で
お
り
飲
料
水
に
は
使
用
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
案

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
十
二
）
一
月
、
今

帰
仁
村
運
天
か
ら
の
海
底
送
水
管
が
完
成

し
、
離
島
苦
の
一
つ
で
あ
る
水
不
足
が
解
消

さ
れ
ま
し
た
。

「琉球政府関係写真資料 151」　1955 年　【0000108861/042367】
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私とアーカイブスⅣ 新崎盛暉さん

　

一
九
七
四
年
（
昭

和
四
十
九
）、
沖
縄

大
学
の
教
員
と
し
て

私
は
沖
縄
に
赴
任
し
ま
し
た
。
沖
縄

に
来
て
ま
ず
着
手
し
た
こ
と
は
、
聞

き
取
り
調
査
や
執
筆
活
動
の
た
め
の

資
料
探
し
で
し
た
。
当
時
の
本
土
で

は
、
沖
縄
に
関
す
る
資
料
が
利
用
し

に
く
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

琉
球
政
府
発
行
の
刊
行
物
は
、
そ

れ
ま
で
に
も
、
執
筆
時
の
参
考
資
料

と
し
て
も
よ
く
使
用
し
て
い
た
の

で
、刊
行
物
に
な
っ
て
い
な
い
資
料
、

つ
ま
り
文
書
は
復
帰
後
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
沖
縄
県
総

務
部
文
書
学
事
課
に
琉
球
政
府
文
書

の
現
状
に
つ
い
て
問
合
せ
を
し
ま
し

た
。

　

案
内
さ
れ
た
文
書
保
存
倉
庫
に

は
、
床
か
ら
天
井
ま
で
埋
も
れ
そ
う

な
ほ
ど
文
書
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
資
料
は
あ
っ
て
も
到
底
活

用
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
保
存
環
境
を

目
の
当
た
り
に
し
、
一
九
八
二
年
（
昭

和
五
十
七
）
九
月
、
照
屋
榮
一
さ
ん

（
県
地
方
労
働
委
員
会
・
事
務
局
総
務

課
長
＊
当
時
）
の
音
頭
取
り
で
、
我
部

政
男
さ
ん
（
琉
大
教
授
＊
当
時
）、
大
城

立
裕
さ
ん
（
県
史
料
編
集
所
長
＊
当
時
）

と
と
も
に
、
県
に
対
し
て
文
書
館
設

立
の
た
め
の
陳
情
を
行
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
十
三
年
後
の
一
九
九
五

年
（
平
成
七
）、
よ
う
や
く
琉
球
政
府

文
書
を
保
存
す
る
公
文
書
館
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

資
料
を
収
集
、
整
理
、
保
存
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
そ
れ
が
資
料
を
保
存
す
る

こ
と
の
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
歴
史

資
料
を
社
会
的
に
共
有
化
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

公
文
書
館
も
開
館
か
ら
二
〇
年
が

経
過
し
ま
し
た
ね
。
所
蔵
資
料
も
充

実
し
、
公
文
書
館
の
価
値
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
資
料
が

活
用
さ
れ
る
よ
う
な
態
勢
を
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
、

所
蔵
資
料
展
「
地
図
と
絵
図
」
が
始
ま
り

ま
す
。

　
「
地
図
」
と
は
、
地
球
の
様
子
を
縮
め

て
分
か
り
や
す
く
表
し
た
図
の
こ
と
で
、

多
く
の
場
合
、
一
定
の
地
域
の
状
態
を
縮

尺
し
て
平
面
に
描
い
て
い
ま
す
。

　

古
い
時
代
に
作
ら
れ
た
絵
図
や
、
土
地

の
高
低
差
ま
で
正
確
に
表
し
た
近
代
的
な

地
形
図
も
地
図
の
一
種
で
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
は
、
町
中
に
あ
る
案
内
板
も
地
図

に
含
ま
れ
ま
す
。

　

地
図
に
は
、
地
形
や
地
名
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
作
ら
れ
た
時
代
の
人
々
が
持
っ

て
い
た
情
報
や
技
術
、
空
間
認
識
の
あ
り
方

も
地
図
上
の
表
現
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
図
資
料
は
、
当
時
の
人
々
が
抱
い
て
い

た
世
界
観
ま
で
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
資
料
で
す
。

　
「
地
図
と
絵
図
」
展
で
は
、
当
館
所
蔵
資

料
の
な
か
か
ら
、
琉
球
・
沖
縄
に
関
す
る
地

図
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
古
地
図
か
ら
、
は
る

か
上
空
の
航
空
機
で
撮
影
し
た
空
中
写
真
ま

で
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
地
域
の
す

が
た
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

沖
縄
現
代
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
新
崎
盛
暉
さ
ん
。
公
文
書
館
建
設
検

討
委
員
会
委
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。
歴

史
資
料
を
保
存
し
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
開
館
二
〇
周
年
を
迎
え

た
当
館
へ
望
む
こ
と
に
関
し
て
、
新
崎

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「首里那覇鳥瞰図」　年代不明
岸秋正文書　【0000088464】

「沖縄縣管内全圖　完」　久米長順　
1885 年（明治 18）版権免許　
岸秋正文書　【T00012500B】

会期：平成 28 年 3 月 29 日 ～ 10 月 9 日

7

所蔵資料展



沖縄県公文書館だより Archives 第 50 号

8

　

当
館
所
蔵
の
映
像
フ
ィ
ル
ム
約

一
四
〇
〇
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
（
ト
リ
ア
セ
テ
ー
ト
）
ベ
ー

ス
で
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
ベ
ー
ス
は
高
温
・

高
湿
下
で
加
水
分
解
を
起
こ
し
、

酢
酸
を
放
出
し
ま
す
。
加
水
分
解

が
進
行
す
る
と
べ
た
つ
き
が
出
た

り
、
フ
ィ
ル
ム
を
変
形
さ
せ
て
波

打
っ
た
状
態
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

劣
化
を
防
い
で
長
期
保
存
す
る

た
め
に
は
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
で
す
。
当
館
で
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

利 用 案 内

交 通 案 内

▼
開
館
時
間

　

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
。
閲
覧
お
よ
び
複
写
申

請
の
受
付
は
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
。

▼
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月

三
日
ま
で
の
年
末
年
始
、
六
月
二
十
三
日
（
慰
霊
の

日
）。

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
館
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
参
考
資
料
室

　

写
真
ア
ル
バ
ム（
米
国
で
収
集
し
た
沖
縄
戦
中
戦

後
の
写
真
、
琉
球
政
府
関
係
写
真
等
）、
新
聞
、
地

図
資
料
、
行
政
刊
行
物
等
が
手
続
き
な
し
で
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

▼
複
写

　

参
考
資
料
室
の
資
料
は
、
申
請
者
が
ご
自
身
で
複

写
で
き
ま
す
。
書
庫
内
資
料
の
複
写
は
、
職
員
が
専

用
の
コ
ピ
ー
機
を
使
用
し
行
い
ま
す
。
複
写
申
請
書

を
提
出
し
、
複
写
料
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
証

　

書
庫
内
の
資
料
を
閲
覧
す
る
に
は
、
利
用
証
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
現
住
所
が
わ
か
る
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
等
）
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

発行日　：平成 28 年 2 月 19 日　
編集発行：沖縄県公文書館指定管理者
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沖縄県島尻郡南風原町字新川 148-3　
電話：098-888-3875（代表）　
　　　098-888-3871（閲覧室直通）　 

 FAX：098-888-3879　

▶那覇バス　
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合わせはこちらまで
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映像フィルムの保存対策

映像フィルムに置いた検査紙検査紙の色変化で劣化度を測定フィルムの巻き直し

　

放
酸
処
置
の
済
ん
だ

フ
ィ
ル
ム
を
缶
に
戻
し
、
そ

れ
ぞ
れ
酢
酸
吸
着
剤
を
入

れ
、
新
た
に
発
生
す
る
酢
酸

が
拡
散
す
る
こ
と
を
防
ぎ

ま
す
。

　

劣
化
の
懸
念
さ
れ
る
フ
ィ
ル
ム

は
、リ
ワ
イ
ン
ダ
ー
（
巻
き
替
え
機
）

に
か
け
な
が
ら
、
酢
酸
を
放
散
し
、

再
度
巻
き
直
し
ま
す
。

２　
放
酸
処
置

３　
酢
酸
吸
着
剤
を
入
れ
る

　

フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
の
度
合
い
を

把
握
す
る
た
め
に
検
査
を
し
ま
す
。

Ａ
Ｄ
ス
ト
リ
ッ
プ
と
い
う
検
査
紙

を
フ
ィ
ル
ム
一
缶
ご
と
に
入
れ
て
、

三
日
後
に
ス
ト
リ
ッ
プ
の
色
を
確

認
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

色
の
変
化
で
劣
化
度
が
分
か
り
ま

す
。 １　

劣
化
状
態
確
認


